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子どもの感受性にハッとします 
 

校長 青坂 信司 

 

 

10 月 10 日に校内弁論大会が開催されました。こ

の校内大会で３年瀨戸千鶴さん、２年佐藤里咲さん

が別海町の大会に出場する本校代表に選ばれました。

今回は残念ながら選ばれませんでしたが、他の各学

年の代表の生徒たちも大変立派でした。１年前西君

と坂本さん、２年斉藤君、３年千田君、どの生徒も

日頃体験したことや考えてきたことをもとに自分の

主張を堂々と発表しました。 

 

１１月２２日土曜日、別海町マルチメディア館で

別海町少年弁論大会がありました。私が会場に着く

と開会式は既に終わっていて、生徒の発表が始まる

のを今や遅しと待っているという感じでした。会場

のピーンと張り詰めた緊張感が会場全体に充満して

います。発表する生徒たちの緊張感も伝わってきま

す。 

各校２名、計１８名の生徒が、それぞれの主張を

発表しました。本校代表の佐藤里咲さんが３番目、

瀨戸千鶴さんが１２番目の発表でした。どの学校の

生徒の発表も素晴らしいものがありました。もちろ

ん本校代表の二人も大変立派な発表で、会場で聴い

ている私も心打たれるものがありました。 

全員の発表終了後、審査があったのですが、その

審査時間が 45 分にも及ぶ長いものとなりました。

きっと審査員の方々も賞をつけるのに苦労するほど、

レベルの高いものだったからなのでしょう。結果、

佐藤さんが優秀賞をいただくとともに別海町代表と

して来年行われる根室管内大会に出場することにな

りました。瀨戸さんは佳良賞をいただきました。 

 

別海町代表となった佐藤さんのテーマは、自殺と

いうことを通して命の大切さを訴えることでした。 

 

これをお読みの皆さんは、この日本で、年間何人

の方々が自殺しているかご存知でしょうか。答えは、

平成 25 年度全国における自殺者数約２万７千人で

す。毎年３万人前後の方々が自殺しています。この

数を皆さんは多いと思われるでしょうか、それとも

そんなものかと思われるでしょうか。別海町の人口

は約１万７千人ですから、別海町の人口より多くの

方々が自ら命を絶っています。これは、毎年、別海

町ふたつ分がこの日本から消失していっていること

を意味しています。そのように考えると決して少な

い数ではありません。 

ところで、約２万７千人のうち、中学生の自殺者

数はどのくらいだと思いますか。自ら命を絶った中

学生は６９人です。２万７千という数に比べたら多

いようには思えません。しかし、中学生という年代

を考えたときには、決して少ない数ではありません。

人生これからという中学生、夢多く可能性を秘めた

中学生が、自ら命を絶ってしまうということ、何て

悲しいことなのだと思います。そして、残された家

族、とりわけご両親のお気持ちを想像するだけで何

ともやるせない気持ちになります。もし、わが子だ

ったらと思うだけで、ぞっとします。 

こうした問題意識に立ち、佐藤里咲さんは「きっ

となくすことができる」と題して発表しました。 

 

１１月２６日午後７時半から本校校長室で上西

春別中学地区生涯学習推進協議会の役員会がありま

した。この会議では、子どもたちや地域に募集した

３行詩の審査が行われました。保育園児から地域の

大人の方まで２４１編の作品が集まりました。この

中から厳正な審査の結果、最優秀１編、優秀賞８編、

会長賞１編が決定しました。詳しくは、後日生涯学

習だよりで報告されます。 

さて、この会議の最後に横堀昭康理事から挨拶を

いただきました。その挨拶で横堀さんは次のような

ことをおっしゃいました。 

「どの作品にも、命の大切さ、挨拶を通した人との

つながり、家族の絆などのテーマが子どもの心の底

にあり、その思いや感情を上手に表現した作品が賞

をもらうことになったと思います。」 

とても大切なことを指摘してもらいました。今の

子ども達の心の底にある「命」「挨拶」「家族」。もし

かしたらそれらは今の子ども達の抱えている寂しさ

や悲しさ、そして孤立感の裏返しなのかもしれませ

ん。ある有名な方が言いました。「教育とは、一緒に

夢を語ること」 子どもの心に寄り添う教育が、今

まで以上に求められているのかもしれません。 
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＜１２月行事予定＞１１月２８日現在 
 

日 

 

曜 

 

行   事 

部

活 

給

食 

 

バス 

１ 月 朝会 × ○ 16:00 

２ 火 後期中間テスト ○ ○ 16:00 

３ 水 はくちょう号 ＳＣ  ○ ○ 16:00 

４ 木 放課後学習 ○ ○ 16:00 

５ 金 委員会 ＡＬＴ ○ ○ 16:00 

６ 土  △   

７ 日  △   

８ 月 朝学習コンクール 小学校出前授業(数学) ○ ○ 16:00 

９ 火  ○ ○ 16:00 

１０ 水 ＳＣ ○ ○ 16:00 

１１ 木 放課後学習  ○ ○ 16:00 

１２ 金 ３年生幼稚園実習 大掃除週間 ○ ○ 16:00 

１３ 土  △   

１４ 日 バレー選抜練習(西春別体育館) △   

１５ 月 ３年総合｢牛乳調理｣ ○ ○ 16:00 

１６ 火 委員会(拡大) ○ ○ 16:00 

１７ 水 はくちょう号 ○ ○ 16:00 

１８ 木 ３年「性の学習」 放課後学習 ○ ○ 16:00 

１９ 金 ＡＬＴ ○ ○ 16:00 

２０ 土  △   

２１ 日 クリスマスのつどい バレー選抜練習(西春別体育館) △   

２２ 月 ２学期終業式 × ○ 14:35 

２３ 火 天皇誕生日 △   

２４ 水 自主学習会① △   

２５ 木 保幼小中交流研究会 △   

２６ 金 自主学習会② バレー選抜合宿(西春別体育館) △   

２７ 土 バレー選抜合宿(西春別体育館) △   

２８ 日  △   

２９ 月 年末休業 ×   

３０ 火  ×   

３１ 水  ×   

 

 

 
別海町芸術文化祭手芸部門・銀賞 悠莉さん(２年) 
             銅賞 美沙さん(１年) 
             銅賞 りなさん(１年) 
税の標語・北海道間税会連合会会長賞  海斗くん(１年) 

同         澪さん(１年) 
別海町少年弁論大会   佳良賞 千鶴さん(３年) 

平成２７年度少年の主張町代表＆優秀賞 里咲さん(２年) 
 

 

 

 

２月１日(日)に予定していました駅前スケート
大会は、２月８日(日)に変更になりましたので、
お知らせいたします。 

１１月８日(土) 

環境厚生部主催 

環境整備作業 

１１月２３日(日) 

総務研修部主催 

  パンづくり講習 

  

 

 

１１月９日(日)に
行われた西春別地
区総合文化祭で、有
志による太鼓発表
を行い、多くの観客
からの拍手を頂戴
しました。吹奏楽部
は、定期演奏会を行
い、３年生にとって
の最後のステージ
で、ＯＢ・ＯＧ、地
域愛好者とともに、
感動的な演奏を披
露しました。 

 

 
生徒会新中央委員会 

１１月１３日(木)に、

第２回生徒総会が行

われ、前期の反省、後

期の活動計画につい

て、熱心な討議が展開

されました。 

 

地域在住の行政相談員の方の御紹介で、行政
相談出前教室を行いました。「行政とは何か」｢行
政相談とはどのようなものか｣「行政相談委員と
はどのような人か」ということについて、大変
わかりやすく説明していただき、生徒達は、興
味深くお話に聴き入っていました。 

１１月２１日（金） 

     ４校時 

釧路行政評価分室

の方、行政相談員の

方々から、お話を

うかがいました。 

 

お
疲
れ
様
で
し
た
！ 


